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目標の大切さ「ちりも積もれば、山となる」

昔のことわざで、「ちりも積もれば、山となる」を聞いたことがあると思います。

この、言葉どおり、目に見えるか見えないぐらいの小さなちりでも、それが集ま

れば山となってしまう意味です。特に、無駄をなくす時に例えとして使われる場合

が多いかと思います。一つの例では、毎日お釣りなどの小銭を少しずつ貯めている

と、知らず知らずのうちに、思いのほか大金になっている場合があります。

私たちの生活の中にも、このように少しずつ蓄えていくことが大切であるものが

結構あります。

平成２１年１２月の東中学校だよりに「積み重ねの大切さ」と言う見出しで、世

界的に有名なパティシエで、杉野 英美 さんの言った言葉、「当たり前の事が一番

難しい。当たり前を積み重ねると特別になる。」学校は、授業が当たり前、充実し

た授業を日々積み重ね「確かな学力」に繋げていかなければなりせん。と記載しま

した。試験があるからと言って、前日の１日だけで勉強するのは無理があります。

その様な時、普段から積み重ねておけばよかったと後悔するものです。

別の意味で言えば、長期休業日中（夏休みや冬休み）の宿題も、明日があると思

い、ついつい先送りしてしまう時があります。そして、休み明け間近になり、慌て

て宿題に取り組むような結果となってしまいます。

また、授業で分からない（理解できない）問題にあたった時、このくらいは、明

日先生や友達に聞くかと先送りし、それが積み重なり、まったく分からない状態と

なり、ついにはその教科が不得意（苦手）になってしまう場合もあります。

それとは逆に、これはとても自分には無理だと思っていても、毎日少しずつ続け

ることにより、その課題が終了していたと言うこともあります。

つまり、高い目標を掲げると一見して無理のように思いますが、その目標に到達

するまでに、幾つかの小さな目標をつくり、それを達成したら、さらに次の目標へ

と進むように、目標を細かく区切ることにより、自分が考えていた以上のことが達

成されていることがたくさんあります。

今までの自分を振り返って見て下さい。見通しを立てて積み重ねていくことが大

切ではないでしょうか。他にも、「継続は力なり」などのことわざがあります。

小さなことでも、地味な努力の積み重ねを大切にしてください。

いい話を紹介します

９月６日（月）、地域の方からファックスが届きました。内容は、稲刈りをした後、

籾を袋に詰め車で自宅に帰る途中、一袋を路上に落としてしまいました。自分は、落

としたことに気づきませんでしたが、落とした籾に気づいた中学生が、自宅まで運ん

で来てくれました。との感謝のファックスです。ファックスの中に、拾ってくれた生

徒の名前が記載されてたので、確認したと

ころ間違いありませんでした。校長室で二

人にこのことを話し、校長からも感謝の言

葉を述べました。また、９月２１日（火）、

表彰朝会が行われたところで、この話を全

校生徒に紹介し、二人の行いを全校で認め、

賞賛致しました。善行を行ってくれた生徒

は、３年生の

戸田 朱
しゅ

里人
り と

君 長澤 将輝 君 です。

１０月の行事予定

１日（金）新人戦（４時間授業）

２日（土）東中バザー

吹奏楽コンサート

５日（火）全校朝会

６日（水）専門委員会

８日（金）基礎学力テスト（社会）

１２日（火）生徒朝会

小中連携授業公開（泉小）

１５日（金）中間テスト、３年生保護者会

１９日（火）表彰朝会、中央委員会

２２日（金）泉祭準備

２３日（土）泉祭（合唱コン、和太鼓等）

２５日（月）振替休業日

２６日（火）学年朝会

２７日（水）北葛駅伝（代表生徒）

※ 部活動終了時刻 １６：４５

完全下校 １７：００

地域の皆様に助けられ

お礼が遅くなりましたが、８月３０日（月）

千歳第二老人クラブの皆様方の御協力により、

本校の通学路となっている、鷲神社横の竹藪の

伐採並びに清掃を行ってくれました。貴クラブ

は、毎年２学期が始まる前に、通学路の清掃を

実施してくれています。今年も大変暑い中、本

当にありがとうございました。



人

あいさつ運動

９月２日から全町を上げてあいさつ運動を実施しました。本校でも、

生徒会を中心として、泉小学校校門前で本部役員並びに教員によるあ

いさつ運動を実施しました。また、町部局からも、あいさつ運動の期

間中毎日職員の方が校門で、あいさつ運動に協力してくれました。

９月７日（火）、古谷町長様並びに輪島教育長様を始め、教育委員会

や住民参加課の職員の方々が大勢来校され、あいさつ運動を実施しま

した。最後になりますが、ＰＴＡの方々にも、早朝より地域でのあい

さつ運動に御協力をいただきましてありがとうございました。

家庭学習について

９月１４日（火）、全校朝会で教頭先生から、家庭学

習についての話しがありました。教頭先生の話しの中

に、家庭学習の時間について、全国・埼玉県・本校と

分かりやすくデータで示し、話をしてくれました。

この説明で、生徒一人ひとりが家庭学習の重要性につ

いて学んでくれたものと思います。学校で学んだこと

を、その日のうちに家庭学習で確認し、自分の力にし

たいものです。

町民体育祭リレーメンバー決定

杉戸町では、毎年町民体育祭を実施し、今年が３０回目の記念のと

しです。また、この町民体育祭では、毎年中学校対抗リレーの種目が

あります。本校からもリレーメンバーとして、次の表に記載しました

生徒が出場致します。是非とも、応援のほど宜しくお願いします。

Ａチーム Ｂチーム

女 岩田 真依 さん 女 新井 優花 さん

女 木村 夏緒 さん 女 浅野 輝 さん

女 新井 千尋 さん 女 田村 絵里香 さん

男 時澤 翼 君 男 小屋 壮生 君

男 小暮 彰 君 男 真子 直樹 君

男 西山 裕貴 君 男 本多 唯人 君

補 齊藤 裕理 さん 補 佐藤 雅 君

補 高橋 未来 さん 補 白石 盛裕 君

補 忍足 のぞみ さん 補 横井 大樹 君

補は、補欠の選手です。補欠の選手はＡ・Ｂの区別はありません。

幸手・杉戸班中学生英語弁論大会

９月８日（水）、幸手市北公民館において、幸手・杉戸班中学生英語弁論大会が開催されました。

本校からも、３年生の 長澤 将輝 君 と 神村 潤 さん の二人が出場しました。二人とも自分で発

表内容を考え、英語の教員とＪｏｈｎｓ先生（ＳＬＣＡの先生）と話す内容の組み立て等を夏休み

から準備し進めていました。当日は、立派な態度で、素晴らしいスピーチをしました。発表内容の

概略は、下記の様なことです。

長澤 将輝 君 Title ［Ｓｈｏｓｉｋａ］

・日本では少子化が進んでいます。自分は、それを肌で

感じていて、すごく身近なことだと思っています。

・少子化の原因 １ 兄弟が少なくなってきている

２ 結婚年齢が上がってきている

３ 共稼ぎが増えてきている

４ 子どもを育てるにはお金がかかる

・子どもが少なくなると、部活や体育祭を運営するのが難しくなる。

・政府は、共稼ぎ夫婦が子どもをたくさん産んで育てることの出来る施設を造るべきである。

神村 潤 さん Title ［Ａ Ｔａｓｔｅ ｏｆ Ｊａｐａｎ］

・神村さん自身がアニメや漫画が好きで、アニメや漫画

に関するイベントに参加している。日本のアニメや漫

画はたくさんの言語で翻訳されている。

・日本のアニメと翻訳されているアニメを比べてみると、

違いが幾つかある。例えが“Ｉ”は、日本語では、「私、

僕、俺」となったり、語尾が話す人の性別や年齢にな

どによって変わる。

・自分は、翻訳されたものより、オリジナルのものが好き。アニメの持っている雰囲気を失わ

ずに楽しむことが出来る。


